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議会のことをわかりやすくお伝えします
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献上米刈り取り風景
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歳　入

地方交付税
14億4,852万
37.7％

国県支出金
5億9,506万
15.5％

町税
7億704万
18.4％

町債
6億9,265万
18.0％

繰越金
9,893万
2.6％

その他

3億479万

7.8％

歳　出

人件費
6億1,957万
16.8％

補助費
6億1,065万
16.6％

公債費
3億9,988万
10.8％

物件費
6億3,085万
17.1％

繰出金
2億5,598万
6.9％

建設事業費
6億9,886万
19.0％

その他
4億7,300万
12.8％
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49億7,671万円を認定

一 般 会 計

9月

定例会

　令和２年度９月定例会は７日召集され、会期を23日までの17日間として開かれた。

　今回の定例会は令和元年度一般会計と14の特別会計の決算・令和２年度補正予算等

提出議案３５件を審議し、すべて原案通り可決した。

　なお、本会議初日に令和元年度決算に係る財政の健全化判断比率及び、公営企業会

計の資金不足比率について下記の通り報告がなされた。

一般会計 36億8,879万円  特別会計 12億8,792万円

令和元年度 決算歳出総額

36億8,879万円 38億4,699万円

令和元年度財政の健全化判断比率

令和元年度公営企業会計資金不足比率

令和元年度（％）

―

―

１３.４

８１.９

早期健全化基準（％）

１５.０ 　　

２０.０ 　　

２５.０ 　　

３５０.０ 　　
経営健全化基準（％）

２０.０ 　　

２０.０ 　　

２０.０ 　　令和元年度（％）

―

―

―

比率名

実質赤字比率

連結実質赤字比率

実質公債費比率

将来負担比率

会計名

簡易水道事業

下水道等事業

索道事業
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　算 昨年度の主な事業
事 業 名 事業の内容 費　　用

交流施設管理費

新庁舎建設事業費

地域おこし支援事業費

防災情報通信施設整備事業費

ふるさと納税推進事業

移住定住促進事業費

ナラ枯れ駆除事業

介護老人保健施設整備費

327万円

36,410万円

1,263万円

10,574万円

562万円

1,100万円

900万円

772万円

奥大山チロルの里多目的施設
トイレ改修工事

新庁舎建設工事等

地域おこし協力隊員活動報償費
及び活動補助金等（３人分）

令和３年１月からデジタル防災無線に移行
するための整備工事請負費等

令和元年度９４７件１，５５８万円の寄付
があった。返礼品報償費等

本町四丁目お試し住宅改修工事請負費

ナラ枯れ駆除委託

送迎車購入、給湯器取替工事

ナラ枯れが進む奥大山
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特別会計(1４会計)の状況
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　算歳　出歳　入 収　支特   別   会   計

合　　計

西部情報公開・個人情報保護審査会

住宅新築資金貸付事業

国民健康保険（事業勘定）

国民健康保険（施設勘定）

介護保険事業（保険事業勘定）

介護保険事業（サービス事業勘定）

介護老人保健施設

後期高齢者医療

索道事業

江尾財産区

神奈川財産区

米沢財産区

繰入金

2万円

61万円

3億4,776万円

2億1,958万円

5億8,066万円

193万円

5,479万円

4,733万円

2,621万円

8万円

98万円

797万円

12億8,792万円

39万円

178万円

3億5,294万円

2億2,052万円

6億2,890万円

211万円

5,479万円

4,792万円

2,621万円

230万円

163万円

880万円

13億4,829万円

37万円

117万円

518万円

94万円

4,824万円

18万円

0

59万円

0

222万円

65万円

83万円

6,037万円

0

0

2,109万円

3,475万円

9,481万円

0

1,689万円

1,659万円

2,574万円

0

0

0

2億987万円

支　出収　入 収　支公  営  企  業  会  計

簡易水道事業

　収益的収入及び支出

　資本的収入及び支出

下水道等事業

　収益的収入及び支出

　資本的収入及び支出

1億269万円

5,941万円

1億7,380万円

1億6,550万円

1億3,047万円

8,637万円

1億8,726万円

2億213万円

△2,778万円

△2,696万円

△1,346万円

△3,663万円

補
正
予
算

令和２年第５回江府町議会６月臨時会（審議結果）

　令和２年６月30日臨時議会が招集され５議案が

提案され、いずれも原案通り可決された。

１、町営バス新車購入事業契約の締結について

　鳥取西部農業協同組合江府支所と契約することを

　承認した。

　　契約価格、１，０８３万円

２、江府町デジタル防災行政無線整備工事請負変更

　契約の締結について

　東芝インフラシステムズ株式会社と変更契約を締結

　することを承認した。

　　変更後、２億４，６９８万円　増減額７５１万円

３、江府町新庁舎建設工事請負変更契約の締結について

　大松建設・大協組・岩崎組特定建設工事共同企業

　体と変更契約を締結することを承認した。

　　変更後、９億１，７１４万円　増減額２，６１４万円

４、令和２年度鳥取県江府町一般会計補正予算（第５号）

　歳入歳出それぞれ３，８７３万円を追加し、総額を

　歳入歳出それぞれ４６億１，７０７万円とする。

５、江府町固定資産評価委員会委員の選任について

　任期満了に伴う後任の委員を選任し同意した。

　新しい委員は岡本一也氏。

令和２年度第６回江府町議会８月臨時会（審議結果）

　令和２年８月７日臨時議会招集され２議案が提案

され、いずれも原案通り可決された。

１、町営タクシー新車購入事業契約の締結について

　合同会社江府自動車と契約することを承認した。

　　契約価格、８１０万円

２、令和２年度鳥取県江府町一般会計補正予算（第６号）

　歳入歳出それぞれ２，５１５万円を追加し総額を　

歳入歳出それぞれ４６億４，２２３万円とする。
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留意事項

令和元年度 江府町歳入歳出決算審査意見書

補
正
予
算

総　括

審査の対象及び期間

　　令和元年度におけるすべての会計について令和２年７月27日～令和２

年８月７日まで２名の監査委員により審査しました。以下、審査総括の概

要をお知らせします。

①令和元年度の一般会計決算状況をみると、歳入総額38億4,699万1千円、歳出総額36億8,879

万2千円で、歳入歳出差引額が、1億5,819万9千円である。うち、670万2千円が繰越明許費繰

越額で、実質収支額は、1億5,149万7千円である。歳出をみると、建設事業費、積立金、投

資、出資及び貸付金等が増加したものの、物件費、交際費、維持補修費等は減少し、前年度に

比べ5億1,821万1千円、率にして16.3％増加の、36億8,879万2千円となっている。歳入は、

町債、地方交付税、繰入金等が増加したが、繰越金、町税、国庫支出金は減少し、歳入合計は

前年度に比べ5億7,747万9千円、率にして、17.7％増加の38億4,699万1千円となっている。

地方交付税については、総額14億4,852万1千円で前年度に比べ、1億1,320万9千円の増加と

なっている。また、地方交付税の算定基礎となる基準財政需要額は17億8,677万5千円で、前

年比3,196万3千円の増となっている。基準財政収入額の算定基礎である町税は、7億704万4

千円で、前年比1,477万4千円の減となっている。固定資産税の今後の見込みは、５年後に、4

億9,284万9千円で、令和２年度に比べ、8,107万6千円となる見込みである。

②財政状況指標をみると、経常収支比率は前年度に比べ3.3ポイント減少し、86.9％となってい

る。実質公債比率（３ヶ年平均）は、13.4％と前年度より、0.8ポイント増加した。（早期健

全化基準は25％以下）将来の財政を圧迫する可能性の度合いを示す将来負担比率は81.9％と

前年度より、10.6ポイント上昇している。財政状況の指標的には、差し当たって問題は無い

が、今後も計画的な事業展開とともに、最小限の起債発行額にとどめるなど、更なる将来負担

の抑制に努められたい。

③念願の新庁舎建設工事が令和元年８月から令和３年１月に実施され、請負金額は11億766万7

千円で、一部が繰越明許費になっている。工事内容は、新庁舎建設工事、同監理業務、外構工

事等が実施され、車庫棟工事等は、翌年度以降に施工される予定である。現役場の職員駐車場

の借地、２筆の978㎡が不要になるため、年度末には所有者に返還される。

④大雨特別警報が日本各地で頻繁に発令されている。温暖化のせいか、異常事態というほかは

ない。それを受けて国が始めたのが、県内所在ダムの事前放流である。本町が関係する俣野ダ

ムと菅沢ダムが事前放流を実施すれば、工夫次第で水量が抑えられ、大きな氾濫は少なくなる

と考えられる。また新型コロナウィルスの感染拡大についても、国、県、町と地元住民が一つ

になってこの異常事態を乗り越え、町民の生活の安心・安全の確保に努力されることを要望する｡

①町税、国民保険税、上下水料等の未収金について、各課で連携をとり、徴収に努力されたい｡

②江府町観光協会の事業報告において木谷沢渓流ツアーの参加人数が1,700名、売り上げは約

60万円とここ数年大幅に増加している。今後の発展を期待するところである。奥大山スキー

場は休業したが、いち早く町、地元、その他関係機関と連携を図り、オールシーズンを通じ

て、奥大山江府町に賑いを取り戻せるよう努められたい。

③江府町義務教育学校が、令和４年度から江府小学校と江府中学校を一つにして設置される。

児童、生徒たちが自信と誇りを持ち、自分自身で人生を切り開いていく「人間力」を育むよ

う、きめ細かい教育環境の整備を期待する。また、対外的にも「江府町で学びたい」と思わせ

るような、特色のある児童、生徒の育成方針や手法による人材育成と、町づくりの活性化に繋

がるよう努められたい。

④奥大山農業公社の令和元年度決算は黒字であるが、町からの運営補助金が540万円支出されて

いる。農家の担い手はますます高齢化して、農業公社の役割はさらに重要になると思う。今後

の公社のあり方、業務執行体制（職員体制）等について検討されたい。

岡田雄成代表監査委員
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貸
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の
努
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は
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て
い
る
か
？

　　
現
在
19

件
２
５
，

３

　
　
８
５
㎡
の
用
地
の
借
り
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。
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、
寄
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い
、
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直
し
は
？

　　
令
和
３
年
度
前
半
で
出

　
　
来
る
予
定
で
あ
る
。

　　
重
要
財
源
で
あ
る
、
ふ

　
　
る
さ
と
納
税
の
状
況
並

び
に
今
後
の
対
応
は
？

　　
令
和
元
年
度
は
、
１
千

　
　
５
百
万
の
寄
付
が
あ
り
、

前
年
度
よ
り
５
百
万
円
の
増

で
あ
っ
た
。
返
礼
品
の
見
直

A

A

　　
消
防
団
員
が
各
分
団
と

　
　
も
、
定
員
を
満
た
し
て

い
な
い
が
、
特
に
役
場
職
員

で
編
成
さ
れ
て
い
る
第
２
分

団
に
つ
い
て
は
、
職
員
の
危

機
管
理
意
識
の
低
下
が
懸
念

さ
れ
る
が
、
対
応
は
？

　
　
団
員
確
保
に
向
け
早
急

　
　
に
対
応
す
る
。

Q
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取
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る
よ
う
な
団

体
に
育
て
た
い
。

　　
青
少
年
育
成
江
府
町
民

　
　
会
議
や
子
供
会
の
活
性

化
に
つ
い
て
は
？

　　
町
民
会
議
に
つ
い
て
は
、

　
　
活
動
内
容
等
を
再
検
討

し
、
子
供
会
の
な
い
集
落
も

活
用
を
含
め
活
性
化
を
図
る
。 　　

江
府
町
農
業
の
下
支
え

　
　
を
し
て
い
る
農
業
公
社

の
今
後
の
方
針
は
？

　　
職
員
が
業
務
に
専
念
で

　
　
き
る
よ
う
に
的
確
な
人

員

配

置

が

必

要

で

あ

り

、

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
に
よ

り
検
討
を
行
い
新
年
度
予
算

に
反
映
す
る
。

　　
ナ
ラ
枯
れ
対
策
は
？

　　
伐
倒
駆
除
を
進
め
て
い

　
　
る
が
、
対
策
区
域
を
定

め
、
今
後
の
方
針
を
決
定
し

て
い
く
。

　　
鳥
獣
被
害
対
策
に
つ
い

　
　
て
は
、
猟
期
で
の
捕
獲

補
助
や
、
必
要
な
集
落
へ
の
、

捕
獲
檻
の
設
置
等
の
検
討

は
？

　　
狩
猟
免
許
所
持
者
や
集

　
　
落
で
の
共
同
作
業
で
の

取
組
等
併
せ
て
検
討
を
行
う
。

　
　
エ
バ
ー
ラ
ン
ド
奥
大

　
　
山
・
木
谷
沢
・
ス
キ
ー

場
の
状
況
は
？

　　
ス
キ
ー
場
は
指
定
管
理

　
　
者
が
決
ま
ら
ず
休
止
し

て
い
る
。
エ
バ
ー
ラ
ン
ド
奥

大
山
は
施
設
管
理
の
み
を

行
っ
て
い
る
が
、
ス
キ
ー
場

を
含
め
、
指
定
管
理
に
こ
だ

わ
ら
ず
、
木
谷
沢
渓
流
の
遊

歩
道
の
改
修
に
併
せ
運
営
・

利
用
の
検
討
を
行
う
。

Q

新しい利用方法が期待される防災情報センター
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一
般
質
問

決

　算

補
正
予
算

特

別

会

計

QA
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
事
業

　
　現

在

の

償

還

状

況

　
　は
。

　　
貸
付
事
業
は
す
で
に

　
　終
了
し
た
。
滞
納
者

に
は
電
話
と
面
談
に
よ
り

督
促
し
て
い
る
。
特
性
上

住
民
課
な
ど
他
課
と
も
協

議
を
し
、
早
期
の
完
納
に

努
力
し
ま
す
。

う
維
持
す
る
こ
と
を
目
指
し

ま
す
。
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
、
定
員

30

名
に
対
し
85

％
の
一
日
25

名
の
稼
働
を
維
持
す
る
こ
と

を
目
標
に
し
て
い
ま
す
が
、

思
う
よ
う
に
進
捗
し
て
い
ま

せ
ん
。
現
利
用
者
の
中
に
、

回
数
を
増
や
し
た
い
方
も
お

ら
れ
、
希
望
を
受
け
る
よ
う

に
し
て
い
き
ま
す
。

介
護
保
険
事
業

　　
介
護
認
定
者
数
が
増

　
　加
傾
向
に
あ
る
が
。

　　
年
度
末
の
介
護
認
定

　
　者
は
３
１
５
人
で
あ

り
、
90

歳
以
上
が
増
加
傾

向
に
あ
り
、
今
後
と
も
予

防

事

業

を

さ

ら

に

充

実

し
、
明
る
く
健
康
的
な
高

齢
化
社
会
を
構
築
し
て
い

き
ま
す
。

索
道
事
業

　　
施
設
の
休
止
で
管
理

　
　費
だ
け
の
予
算
計
上

AA Q 国
民
健
康
保
険

　　
医
療
給
付
費
が
増
加

　
　傾
向
に
あ
る
が
、
対

策
は
。

　　
特
定
健
康
診
査
及
び

　

　特

定

保

健

指

導

を

行
っ
て
い
ま
す
。
特
定
健

康
診
査
受
診
率
は
県
内
上
位

で
す
。
今
後
と
も
早
期
発

見
、
早
期
治
療
し
て
医
療
費

の
抑
制
に
努
め
ま
す
。

介
護
老
人
保
健
施
設

　　
現

在

の

運

営

状

況

　
　は
。

　
　８
月
末
時
点
で
、
短
期

　
　入
所
も
含
む
入
所
者
数

は
70

名
。
入
所
待
機
者
が
47

名
。
以
後
、
感
染
症
予
防
や

ご
家
族
の
要
望
に
真
摯
に
取

り
組
み
、
満
床
80

名
に
対

し
、
90

％
を
下
回
ら
な
い
よ

QQ

川筋地区処理場

で
あ
る
が
方
向
性
は
如
何

か
。

　　
現
在
休
止
中
の
事
業

　
　で
あ
る
が
、
維
持
管

理
に
つ
い
て
は
安
全
を
念

頭
に
入
念
に
行
い
ま
す
。

維
持
費
に
つ
い
て
は
ワ
ー
キ

ン
グ
グ
ル
ー
プ
で
の
協
議
に

よ
り
電
気
料
金
な
ど
の
軽
減

を
図
り
ま
す
。

簡
易
水
道
事
業

　　
現
在
の
水
道
事
業
の

　
　状
況
に
つ
い
て
は

　
　年
度
末
の
給
水
人
口

　
　は
２
，

７
８
８
人
で

Q

A

あ
り
普
及
率
は
100

％
に
近

く
、
料
金
の
増
額
改
定
や

維
持
管
理
の
削
減
に
努
め

た
結
果
、
経
営
数
値
は
前

年
よ
り
改
善
し
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
良
質
な
水
道
水
供

給
に
努
力
し
ま
す
。

下
水
道
等
事
業

　　
下
水
道
全
体
の
状
況
は

　　
当
年
度
の
事
業
と
し

　
　て
特
定
環
境
保
全
公

共
下
水
道
と
の
接
続
を
図

る
た
め
に
川
筋
地
区
処
理

場

の

改

修

を

行

い

ま

し

た
。

QA A

QA

木谷沢渓流

令和２年10月23日発行（９）
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査
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見

決
算
審
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参
考
意
見

一
般
質
問

決

　算

　令
和
元
年
度
一
般
会
計
決
算

は
、
歳
出
が
、
36

億
８
，

８
７

９
万
円
で
あ
り
、
前
年
対
比
で

16

．

３
％
増
加
、
歳
入
で
は
、
38

億
４
，

６
９
９
万
円
、
17

．

７
％

の
増
加
と
な
っ
て
い
る
。
令
和

元
年
度
決
算
に
お
け
る
実
質
公

債
費
比
率
は
13

．

４
％
と
な
り
、

平
成
30
年
度
よ
り
、
０
．

８
％
増
加

し
た
が
、
早
期
健
全
化
基
準
と

さ
れ
る
25

％
を
相
当
下
回
っ
て

い
る
。
人
口
減
少
時
代
に
お
け

る
安
心
安
全
の
町
づ
く
り
に
向

け
、
福
祉
や
防
災
対
策
に
向
け

た
投
資
は
十
分
可
能
で
あ
る
。

し
か
し
、
経
常
収
支
比
率
の

86

．

９
％
は
前
年
よ
り
低
く
な
っ

た
と
は
い
え
、
財
政
の
硬
直
化

を
示
し
て
い
る
。
将
来
の
大
型

事
業
を
考
え
な
が
ら
、
さ
ら
な

る
住
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
向

け
、
確
か
な
財
政
運
営
に
努
力

さ
れ
た
い
。

決算特別委員会

参考意見

　新
庁
舎
建
設
に
伴
い
、
職

員
の
意
識
改
革
・
行
政
対
応

の
改
善
な
ど
、
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
に
取
り
組
ま
れ
た

い
。
ま
た
、
旧
庁
舎
・
山
村

開
発
セ
ン
タ
ー
・
日
輪
閣
な

ど
の
公
共
施
設
の
使
用
に
つ

い
て
は
、
効
率
的
な
再
利
用

を
さ
れ
た
い
。

　消
防
団
員
の
定
員
割
れ
に

つ
い
て
、
特
に
町
職
員
で
構

成
さ
れ
て
い
る
第
２
分
団
に

お
い
て
は
、
職
員
の
危
機
管

理
意
識
の
低
下
が
懸
念
さ
れ

る
。
昨
今
の
災
害
の
発
生
を

鑑
み
、
町
民
の
生
命
財
産
を

守
る
た
め
に
も
、
団
員
の
定

数
を
確
保
さ
れ
た
い
。

　公
共
交
通
機
関
の
充
実

は
、
本
町
の
重
要
課
題
で
あ

る
。
さ
ら
な
る
利
便
性
の
向

上
に
努
力
さ
れ
た
い
。

　税
の
収
入
は
、
行
政
遂
行

の
基
本
で
あ
り
、
他
の
徴
収

と
連
携
強
化
を
図
り
、
滞
納

が
無
い
様
、
最
善
の
努
力
工

夫
を
さ
れ
た
い
。

　移
住
定
住
問
題
は
町
づ
く

り
に
大
切
な
政
策
で
あ
る
。

住
宅
の
新
築
を
図
る
と
と
も

に
、
空
き
家
対
策
・
お
試
し

住
宅
の
有
効
利
用
等
を
積
極

的
に
推
進
さ
れ
た
い
。

　介
護
施
設
の
現
状
が
厳
し

く
な
る
な
か
、
勤
務
条
件
の

充
実
な
ど
に
よ
り
ス
タ
ッ
フ

の
確
保
や
、
関
係
機
関
と
の

連
携
強
化
を
図
り
住
民
サ
ー

ビ
ス
向
上
に
努
め
ら
れ
た

い
。　子

育
て
支
援
は
本
町
の
重

要
課
題
で
あ
り
、
児
童
虐
待

対
策
や
、
育
児
相
談
な
ど
、

関
係
機
関
が
連
携
を
取
り
、

移
住
定
住
に
繋
が
る
よ
う
な

体
制
構
築
に
取
り
組
ま
れ
た

い
。　荒

廃
農
地
の
防
止
、
遊
休

農
地
の
解
消
を
図
り
、
農
地

の
生
産
性
の
向
上
に
さ
ら
に

努
力
す
る
と
と
も
に
、
農
地

の
集
積
化
、
営
農
集
落
組
織

の
推
進
や
、
多
様
な
団
体
と

の
連
携
を
強
化
し
、
持
続
可

能
な
農
業
経
営
を
構
築
さ
れ

た
い
。

総

務

課

住

民

課

福
祉
保
健
課

農
業
委
員
会

効率的な利用が期待される開発センター

一

般

会

計

補
正
予
算
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参
考
意
見

補
正
予
算

一
般
質
問

決

　算

（10）

①
貸
付
事
業
は
す
で
に
終
了

し
、
督
促
事
務
に
対
応
し
て

い
る
。
引
き
続
き
収
納
事
務

に
努
力
さ
れ
た
い
。

①
国
民
健
康
保
険
事
業
費
と

し
て
財
政
主
体
で
あ
る
県
に

納
付
金
と
し
て
、
６
千
１
７

０
万
円
程
の
支
出
を
し
て
い

る
。
　
特
定
健
康
診
査
受
診

率
は
県
内
５
位
の
成
果
で

あ
っ
た
。

①
江
尾
診
療
所
医
科
・
歯
科

と
と
も
に
地
域
医
療
の
要
と

し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

参
考
意
見

一
般
質
問

特

別

会

計

住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
事
業

補
正
予
算

国
民
健
康
保
険

　
　︵
事
業
勘
定
︶

　
高
齢
化
が
進
み
、
担
い
手

不
足
が
深
刻
と
な
っ
て
い
る
。

集
落
営
農
の
組
織
化
・
農
業

公
社
・
奥
大
山
の
ブ
ラ
ン
ド

化
・
観
光
事
業
な
ど
と
の
連

携
を
強
化
し
持
続
可
能
な
江

府
町
農
業
の
推
進
を
図
ら
れ

た
い
。
ま
た
、
鳥
獣
被
害
は

猟
友
会
と
地
域
住
民
と
の
連

携
、
捕
獲
施
設
の
充
実
に
よ

る
、
被
害
の
撲
滅
と
、
ジ
ビ

エ
事
業
と
の
連
携
に
よ
る
奥

大
山
地
美
恵
の
ブ
ラ
ン
ド
化

の
推
進
に
努
力
さ
れ
た
い
。

　
過
疎
高
齢
化
に
よ
り
、
土

地
境
界
の
管
理
が
困
難
と
な

り
つ
つ
あ
る
。
地
籍
調
査
事

業
の
進
捗
を
急
が
れ
た
い
。

　
町
道
等
の
施
設
管
理
は
、

住
民
生
活
に
大
き
な
影
響
が

あ
り
、
災
害
の
未
然
防
止
や
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努

力
さ
れ
た
い
。

　
安
心
・
安
全
な
保
育
園
運

営
に
は
、
職
員
体
制
の
確
保

と
職
場
環
境
改
善
が
重
要
で

あ
り
、
そ
の
確
保
に
努
め
ら

れ
、
ま
た
、
施
設
の
老
朽
化

に
伴
う
将
来
設
計
を
研
究
さ

れ
た
い
。

　
義
務
教
育
学
校
の
設
置
が

決
ま
り
、
新
し
い
学
校
教
育

が
始
ま
る
が
、
関
係
機
関
と

十
分
な
連
携
を
図
り
準
備
を

さ
れ
た
い
。

　
中
学
校
卒
業
後
の
生
徒
の

繋
が
り
、
郷
土
へ
の
関
心
を

図
る
体
制
作
り
を
構
築
さ
れ

た
い
。

　
図
書
館
や
公
民
科
施
設
の

よ
り
住
民
が
利
用
し
や
す
い

施
設
運
営
に
努
め
ら
れ
た
い
。

ま
た
、
人
権
教
育
の
さ
ら
な

る
充
実
と
、
社
会
教
育
の
向

上
に
研
究
努
力
さ
れ
た
い
。

建
設
課

農
林
産
業
課

子
供
の
国
保
育
園

教
育
委
員
会

決

　算

（11）

簡
易
水
道
事
業
会
計

介
護
老
人
保
健
施
設

　
　
　︵
あ
や
め
︶

下
水
道
等
事
業
会
計

江府町義務教育学校となる江府小学校（ぶなの森校舎）と江府中学校（日野川校舎）

網戸の新設工事を行っている江尾診療所

介護老人保健施設あやめ

国
民
健
康
保
険

　
　︵
施
設
勘
定
︶

介
護
保
健
事
業

︵
保
険
事
業
勘
定
︶

②
派
遣
医
に
よ
る
専
門
的
な

外
来
に
よ
り
、
生
活
習
慣
病

や
認
知
症
の
対
策
を
行
っ
た
。

③
俣
野
地
区
の
４
集
落
の
３

０
０
人
の
命
と
健
康
を
守
る

た
め
に
よ
り
地
域
住
民
に
近

い
場
所
で
寄
り
添
う
医
療
を

中
心
と
し
た
保
険
・
医
療
・

福
祉
の
連
携
し
た
成
果
が
見

ら
れ
た
。

①
認
知
症
対
策
、
介
護
予
防

に
力
を
入
れ
、
介
護
給
付
費

の
抑
制
が
図
ら
れ
た
。

②
高
齢
化
が
進
む
こ
と
に
よ

り
一
層
の
介
護
予
防
事
業
が
重

要
に
な
っ
て
い
く
こ
と
に
注
意
。

③
認
知
症
対
策
と
介
護
予
防

に
力
を
入
れ
、
介
護
給
付
費

の
抑
制
を
図
ら
れ
た
い
。

④
安
心
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
設
置

事
業
。
登
録
件
数
　
41

件

①
送
迎
車
２
台
購
入
、
給
湯

器
取
替
工
事
等
設
備
に
は
そ

れ
な
り
の
予
算
が
盛
り
込
ま

れ
て
い
る
。

②
一
方
入
所
者
の
受
入
れ
・

職
員
の
確
保
に
は
し
っ
か
り

と
計
画
に
沿
っ
て
確
実
な
実

績
を
目
指
し
て
頂
き
た
い
。

③
福
祉
保
健
課
は
定
期
的
に

運
営
協
議
会
の
開
催
に
尽
力

さ
れ
た
い
。

①
令
和
２
年
３
月
末
普
及
率

は
99

・
57

％
だ
っ
た
。

②
料
金
の
増
額
改
定
や
維
持

管
理
経
費
の
削
減
に
努
め
た
。

③
経
営
は
、
純
損
失
３
０
，

３
２
５
千
円
と
前
年
度
よ
り

４
，

９
０
３
千
円
、
改
善
し

た
。

①
総
括
事
項
、
令
和
２
年
３

月
末
処
理
人
口
は
２
，

５
７
９

人
で
接
続
率
91

・
71

％
だ
っ

た
。
経
営
は
、
純
損
失
１
，

５
０
０
万
円
で
前
年
度
よ
り

３
，

６
１
８
千
円
と
改
善
し

た
。
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各
種
組
合
報
告

各種組合報告

件　　名 提出者 審議結果

新日本婦人の会　鳥取県本部

　会長　山内　淳子
趣旨採択

国の責任による「20人が学級｣を展望した少人

数学級の前進を求める陳情

陳情の審査結果

　令和２年第２回日野町江府町日南町衛生施設組合議会定例会報告がありこれを承認した。

　第６号議案においては、令和元年度における歳入歳出決算が報告された。

　　　　歳入総額　　　1億7,219万円

　　　　歳出総額　　　1億6,107万円

　　　　差引残額　　　     1,112万円

　　　　差し引き残額については、翌年度に繰り越しとする。

　

日野町江府町日南町衛生施設組合議会報告書日野町江府町日南町衛生施設組合議会報告書

川
上
富
夫
議
員
が

　
　自
治
功
労
表
彰

　こ
の
度
、
鳥
取
県
西
部
町
村
議

会
議
長
会
︵
会
長
：
日
野
町

　小

谷
議
長
︶
の
規
定
に
よ
り
、
川
上

富
夫
議
員
が
自
治
功
労
表
彰
を
授

与
さ
れ
ま
し
た
。

　川
上
議
員
は
、
町
議
会
議
員
と

し
て
通
算
で
18
年
以
上
在
職
。
こ

の
間
に
、
議
長
も
務
め
ら
れ
ま
し

た
。
長
年
の
功
績
に
対
し
、
敬
意

を
表
し
ま
す
。

長
年
の
功
績
に
よ
り

【総括的事項】
　病院事業は、高齢化率の高い中山間地における中核病院として、ＣＴ（平成22年度

更新）・ＭＲＩ（平成25年度更新）等の診療機器や無菌手術室をを備え、一般病床99

床（内、地域包括ケア病床25床）の入院業務と20診療科の外来診療に加え、訪問診察

を行った。また、在宅介護支援事業及び診療所事業を行い「出かける医療・近づく医

療」の推進を図った。

【医業収支】
　病院事業の医業収益は、前年に比べて入院患者数・外来患者数ともに増加し、増収と

なった。また、在宅介護支援事業は、利用者・件数ともに増え、増収となった。診療所

事業は、患者数は増えたが診療単価の減少により、減収となった。

　全体では4,139万円の増収となった。

　費用は、給与費や減価償却費・材料費が増加し、6,747万円の増となった。

　結果、収益合計14億997万円、費用合計17億6,563万円となり、差引△3億5,566万円

で、医業収支は前年より2,609万円の減となった。

※｢医業収支｣とは診療報酬等を収入とし、医業にかかる給与費･経費等を支出とした収支をいいます｡

日野病院組合議会報告書
令和元年度病院事業等の決算について報告があり、これを承認した。

（12）令和２年10月23日発行
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算

　今議会において12件の補正予算案が上程されいずれも承認されました。　今議会において12件の補正予算案が上程されいずれも承認されました。

  ３億3,226万円 ３億3,226万円

となりました。

   49億7,449万円

総務費
電子会議システム
導入事業

690万円

総務費
就業管理システム
導入事業

997万円

民生費
江尾診療所改修
事業操出金

3,000万円

衛生費
簡易水道事業
（給水車導入）

1,720万円

一般会計 補正総額

今年度予算総額

歳入（国庫支出金）　

　　　　9,860万円

歳入（国庫支出金）　

　　　　9,860万円

歳出（主なもの）

総務費
土地および建物の取得

（江府町佐川字阿弥陀免875番ほか5,198㎡）

3,000万円

歳入（地方交付税、国庫支出金、町債等）　2億3,257万円歳入（地方交付税、国庫支出金、町債等）　2億3,257万円

歳出（主なもの）

※新型コロナ対策事業分

※その他

民生費
指定管理委託料

（老人健康保険施設あやめ赤字補てん）

3,600万円

取得された佐川の土地と建物

補正予算補正予算
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補
正
予
算

空場　　語

動画で一般質問

空場議員の一般質問は
動画サイトy o u t u b eで
ご覧いただけます。

質
問
質
問

質
問
質
問

町
長
答
弁

　
　
　江
府
町
の
町
営
住

宅
は
、
30

戸
あ
り
ま
す
が
、

建
築
年
数
は
15

年
が
１
戸
で
、

20

年
前
後
が
多
く
、
40

年
の

住
宅
が
あ
り
ま
す
。
建
て
替

え
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　こ
れ
か
ら
の
江
府
町
の
住

宅
政
策
を
考
え
る
う
え
で
、

20

代
・
30

代
の
若
者
の
Ｉ
Ｕ

タ
ー
ン
を
し
て
の
定
住
促
進

を
図
る
べ
き
と
考
え
ま
す
。

　町
長
の
所
見
を
伺
い
ま
す
。

　若
い
世
代
が
定
住
し
て
、

子
供
た
ち
が
増
え
て
い
く
こ

と
が
理
想
の
町
づ
く
り
で
す
。

移
住
、
定
住
で
、
人
口
の
社

会
増
を
目
指
し
て
い
る
江
府

町
で
す
が
、
今
あ
る
住
宅
を

活
か
し
て
い
き
な
が
ら
、
住

宅
政
策
を
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　こ
れ
か
ら
の
住
宅
を

考
え
る
な
ら
、
一
箇
所
に
ま

と
め
た
住
宅
団
地
が
良
い
と

思
い
ま
す
。

　一
戸
建
の
町
営
住
宅
や
若

者
・
単
身
者
や
高
齢
者
が
入

れ
る
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
の
集
合

住
宅
の
団
地
は
ど
う
で
し
ょ

う
か
。

　住
宅
団
地
の
建
設
は
民
間

企
業
と
の
共
同
開
発
・
運
営

す
る
官
民
一
体
の
方
法
が
良

い
と
考
え
ま
す
が
、
町
長
の

お
考
え
を
伺
い
ま
す
。

　住
宅
団
地
は
難
し
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　企
画
を
町
で
、
建
設
・
維

持
管
理
・
運
営
は
民
間
で
行

う
方
式
は
具
体
的
に
検
討
し

て
行
き
た
い
。

　
　
　小
江
尾
工
業
団
地
に

２
万
８
千
㎡
の
造
成
地
が
あ

り
ま
す
。
２
年
前
の
質
問
で

町
長
は
、
具
体
的
な
活
用
策

が
あ
れ
ば
検
討
す
る
と
の
答

弁
で
し
た
。

　こ
こ
に
住
宅
団
地
は
ど
う

で
し
ょ
う
か
。

　分
譲
型
町
営
住
宅
、
各
種

の
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
住
宅
の
建

設
や
避
難
所
を
兼
ね
た
公
民

館
・
公
園
の
あ
る
住
宅
団
地
。

　分
譲
住
宅
は
10

年
後
に
は

個
人
に
分
譲
す
る
。

　メ
リ
ッ
ト
は
、
固
定
資
産

税
・
維
持
管
理
費
不
要
・
定

住
に
よ
る
住
民
税
等
々
。

　遊
休
地
の
活
用
策
に
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。
町
長
の
所

見
を
伺
い
ま
す
。

　住
宅
は
佐
川
の
住
宅
を
考

え
て
い
ま
す
。
あ
る
程
度
の

見
込
み
が
出
た
ら
動
け
ば
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　現
在
の
保
育
園
は
築

40

年
以
上
で
、
狭
い
橋
を
渡

る
等
不
便
で
、
災
害
の
危
険

性
が
あ
り
ま
す
。

　佐
川
の
住
宅
地
は
、
交
通

の
便
が
非
常
に
よ
く
、
自
然

や
立
地
条
件
が
良
い
と
思
い

ま
す
。

　佐
川
に
保
育
園
を
建
て
て
、

若
い
世
代
に
﹁
夢
の
あ
る

町
・
江
府
町
﹂
を
ア
ピ
ー
ル

出
来
る
と
思
い
ま
す
が
、
町

長
の
所
見
を
伺
い
ま
す
。

　保
育
園
の
事
も
考
え
ま
し

た
。
佐
川
の
土
地
は
、
今
の

保
育
園
と
同
様
の
面
積
で
す
。

保
育
園
を
建
て
る
と
住
宅
が

建
て
ら
れ
な
い
の
で
、
難
し

い
と
考
え
ま
す
。

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

質
問
質
問

質
問
質
問

若者定住に向けた住宅政策を

こ
れ
か
ら
の
住

宅
政
策
に
つ
い
て

小
江
尾
工
業
団

地
に
住
宅
団
地
を

一
箇
所
に
ま
と
め

た
住
宅
団
地
を

佐
川
の
住
宅
予
定

地
に
は
保
育
園
を

佐川町営住宅

子供の国保育園

（14）令和２年10月23日発行
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「未来計画に安全安心の町づくり」と
　　「インターチェンジ活用」を

川端 登志一

動画で一般質問

川端議員の一般質問は
動画サイトy o u t u b eで
ご覧いただけます。

質
問
質
問

質
問
質
問

質
問
質
問

質
問
質
問 　

　
　本
年
７
月
の
江
府

小
学
校
に
お
け
る
不
審
者
事

案
に
つ
い
て
初
動
対
応
は
。

　警
察
に
通
報
、
防
災
無
線

に
よ
る
町
民
へ
の
周
知
、
保

護
者
へ
文
書
に
よ
る
報
告
、

児
童
に
注
意
喚
起
、
更
衣
室
の

内
外
に
す
だ
れ
を
設
置
し
た
。

　
　
　抑
止
力
と
し
て
防
犯

カ
メ
ラ
の
設
置
は
。

　不
審
者
対
策
は
、
数
多
く
の

方
が
学
校
の
安
全
管
理
に
係
る

こ
と
に
よ
り
抑
止
力
と
な
る
と

考
え
設
置
し
て
い
な
い
。

　
　
　日
野
川
本
支
流
の
河

道
掘
削
に
つ
い
て
今
後
の
予

定
は
。

　日
野
川
に
つ
い
て
は
新
庁

舎
付
近
、
江
美
の
里
下
流
、

佐
川
集
落
下
流
、
支
流
で
は

小
江
尾
集
落
上
流
、
下
蚊
屋
集

落
上
流
な
ど
を
計
画
し
て
い
る
。

　
　
　コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

対
応
し
た
生
活
様
式
に
つ
い

て
予
防
用
の
マ
ス
ク
、
消
毒
、

手
洗
い
で
か
さ
む
水
道
代
な
ど

に
つ
い
て
補
助
し
て
は
ど
う
か
。

　国
か
ら
の
支
援
給
付
金
も

出
た
の
で
、
其
々
の
家
庭
や

個
人
で
努
力
さ
れ
た
い
。

　
　
　町
職
員
や
学
校
関
係

者
は
顔
の
見
え
る
マ
ス
ク
の

着
用
を
。

　必
要
に
応
じ
て
フ
ェ
イ
ス

シ
ー
ル
ド
等
を
使
っ
て
表
情

を
見
せ
な
が
ら
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
が

望
ま
し
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　江
府
町
未
来
計
画
、

第
２
期
地
方
創
生
総
合
戦
略

に
米
子
道
４
車
線
化
や
江
府

道
路
完
成
後
を
見
越
し
た
施

策
を
取
り
入
れ
る
べ
き
と
考

え
る
が
。

　住
環
境
や
人
口
増
、
仕
事

の
面
を
中
心
に
考
え
て
お
り

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
等
を
直

接
結
び
付
け
る
こ
と
は
考
え

て
い
な
い
。

　
　
　佐
川
地
区
周
辺
へ
の

先
行
投
資
は
重
要
ポ
イ
ン
ト

と
な
る
と
思
う
が
。

　６
月
に
予
算
付
け
を
し
た

買
収
土
地
の
活
用
も
含
め
是

非
、
第
２
期
地
方
創
生
総
合

教
育
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

安
心
安
全
に

つ
い
て

一般質問は４人の議員が行い、町長の方針をただした

町政ここを問う一般質問

戦
略
に
位
置
付
け
着
実
に
前

進
さ
せ
た
い
。

　
　
　コ
ロ
ナ
禍
を
機
に
、

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
な
ど
の

誘
致
に
積
極
的
な
声
掛
け
は
。

　誘
致
に
つ
い
て
は
相
手
が

望
ん
だ
時
に
素
早
く
行
動
を

す
る
ほ
う
が
有
効
で
あ
る
が

﹁
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
自
治
体

協
議
会
﹂
な
ど
に
参
加
し

て
、
成
果
を
出
し
た
い
。

　
　
　小
江
尾
工
業
団
地
を

住
宅
用
に
変
更
し
、
地
元
の

若
者
や
移
住
者
に
無
償
分
譲

し
て
は
。

　ま
ず
は
、
佐
川
の
取
得
地

か
ら
整
備
し
そ
の
成
果
に

よ
っ
て
考
え
る
。

　
　
　米
子
道
通
行
料
の
補

助
が
あ
れ
ば
色
々
な
面
で
メ

リ
ッ
ト
あ
る
と
考
え
る
が
。

　確
か
に
町
の
売
り
に
な
る

と
思
う
、
今
後
の
検
討
課
題

と
し
た
い
。

　
　
　蒜
山
イ
ン
タ
ー
を
視

野
に
入
れ
木
谷
沢
周
辺
の
施

設
整
備
を
急
ぐ
べ
き
と
考
え

る
が
。

　現
在
進
行
中
の
ワ
ー
キ
ン

グ
グ
ル
ー
プ
で
の
検
討
結
果

を
待
ち
、
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

質
問
質
問

質
問
質
問

質
問
質
問

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
を

活
用
し
た
町
づ
く
り

と
周
辺
整
備
に
つ
い
て

町
長
答
弁

町
長
答
弁

教
育
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

進む、米子道４車線化工事

町内に設置された防犯カメラ

質
問
質
問

質
問
質
問

質
問
質
問

質
問
質
問
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町民が期待する
行政手腕

三輪　英男

動画で一般質問

三輪議員の一般質問は
動画サイトy o u t u b eで
ご覧いただけます。

質
問
質
問

　
　
　こ
の
事
業
内
容
に

つ
き
ま
し
て
は
日
野
川
左

岸
道
路
を
整
備
し
集
落
間

は
も
と
よ
り
周
辺
地
域
と

の
ア
ク
セ
ス
強
化
を
図

り
、
地
域
の
発
展
に
寄
与

し
、
国
道
１
８
１
号
線
が

被
災
し
た
場
合
で
も
代
替

道
路
、
迂
回
路
と
し
て
交

通
の
安
定
を
図
る
も
の

で
、
そ
う
い
う
事
業
内
容

の
下
に
ス
タ
ー
ト
を
し
た

と
い
う
ふ
う
に
理
解
し
て

お
り
ま
す
。
工
期
見
直
し

に
つ
い
て
具
体
的
に
状
況

説
明
を
伺
い
ま
す
。

　こ
の
道
路
、
日
野
川
道

路
で
す
け
ど
も
、
こ
れ
の

整
備
に
つ
い
て
の
経
緯
は

今
、
三
輪
議
員
さ
ん
が
お

し
ゃ
い
ま
し
た
通
り
で

す
。
長
年
の
悲
願
で
あ
っ

た
も
の
が
、
両
町
の
合
意

に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
た
と

い
う
こ
と
は
認
識
し
て
お

り
ま
す
し
、
な
か
な
か
技

術
的
な
も
の
も
あ
り
ま
し

て
、
い
ろ
い
ろ
県
の
方
に

お
願
い
し
て
両
町
の
中
に

入
っ
て
い
た
だ
い
た
と
い

う
こ
と
で
動
い
て
い
た
も

の
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
が

平
成
28

年
度
か
ら
調
査
、

測
量
設
計
と
い
う
こ
と
で

進
め
て
い
た
と
こ
ろ
な
ん

で
す
け
れ
ど
も
、
こ
れ
が

日
野
町
側
の
工
事
費
が
多

額
に
な
る
と
い
う
こ
と
が

判
明
し
て
、
実
は
日
野
町

さ
ん
で
は
６
月
議
会
に
こ

の
議
題
が
取
り
上
げ
ら
れ

ま
し
た
。
そ
こ
で
逆
に
、

日
野
町
さ
ん
に
、
一
回
話

し
合
い
せ
な
い
け
ん
じ
ゃ

な
い
か
と
い
う
こ
と
を
申

し
入
れ
て
、
県
も
交
え
て

７
月
８
日
に
そ
う
い
っ
た

協
議
の
場
を
つ
く
っ
て
い

た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
す
。

工
期
的
に
は
令
和
26

年
度

頃
ま
で
で
す
の
で
24

年
ほ

ど
延
び
る
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　
　
　公
共
施
設
の
見
直

し
に
つ
い
て
、
地
域
の
活

性
化
を
維
持
し
て
い
く
た

め
に
も
、
地
域
の
拠
点
と

し
て
の
施
設
は
是
非
と
も

必
要
と
考
え
ま
す
。
と
り

わ
け
て
も
明
倫
地
区
８
集

落
の
長
年
の
思
い
と
し

て
、
何
ら
か
の
方
法
で
地

域
住
民
が
集
え
る
場
所
を

検
討
し
て
頂
き
た
い
と
考

え
ま
す
が
、
所
見
を
伺
い

ま
す
。

町
長
答
弁

町
長
答
弁

質
問
質
問 リ

ス
ク
マ
ネ
ー
ジ
メ

ン
ト
に
つ
い
て

公
共
施
設
見
直
し
に

お
け
る
有
効
利
用

の
在
り
方
に
つ
い
て

活用が期待される旧明倫小学校体育館

町
道
下
安
井
舟

場
線
の
工
期
見

直
し
に
つ
い
て

　今
回
地
域
住
民
が
集
え

る
場
所
と
い
う
こ
と
で
検

討
し
て
ほ
し
い
と
い
う
要

望
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
の

気
持
ち
は
と
っ
て
も
よ
く

分
か
り
ま
す
。

　い
ろ
ん
な
活
動
も
さ
れ

て
お
り
ま
す
し
、
よ
く
わ

か
り
ま
す
。
で
す
の
で
、

公
共
施
設
の
在
り
方
検
討

委
員
会
の
報
告
の
中
で

も
、
校
舎
に
つ
い
て
は
利

用
廃
止
で
解
体
す
る
、
但

し
代
替
え
と
な
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
に
つ
い

て
検
討
す
る
こ
と
と
い
う

事
で
ご
ざ
い
ま
す
。
建
て

る
と
は
言
っ
て
お
り
ま
せ

ん
。
検
討
す
る
こ
と
と
い

う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
の

で
、
具
体
的
に
は
ど
う
い

う
利
用
を
考
え
て
お
ら
れ

る
の
か
利
用
目
的
、
頻

度
、
あ
る
い
は
ど
う
い
う

参
集
規
模
を
考
え
て
お
ら

れ
る
の
か
を
聞
か
せ
て
い

た
だ
く
よ
う
な
こ
と
を
し

な
が
ら
、
現
状
に
即
し
た

解
決
案
を
提
案
し
て
い
き

た
い
と
い
う
ふ
う
に
考
え

ま
す
。

町
長
答
弁

質
問
質
問

質
問
質
問

質
問
質
問

質
問
質
問
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審
査
意
見

決
算
審
査

参
考
意
見

一
般
質
問

決

　算

補
正
予
算

森田　哲也

動画で一般質問

森田議員の一般質問は
動画サイトy o u t u b eで
ご覧いただけます。

　　　
人
口
減
少
時
代
に

な
り
、
一
時
的
な
補
助
金

や
支
援
だ
け
で
は
、
全
国

で
限
界
を
感
じ
て
い
る
。

定

住

の

共

通

点

は

、

﹁
人
﹂
と
﹁
地
域
資
源
﹂

と
い
わ
れ
る
。
﹁
人
が
人

を
呼
ぶ
﹂
政
策
が
重
要
と

思
う
が
。

　法
人
こ
う
ふ
の
た
よ
り

の
努
力
も
あ
り
、
移
住
・

定
住
相
談
が
３
倍
位
増
加

し
て
い
る
。
住
宅
建
設
と

合
わ
せ
て
、
関
係
人
口
増

加
に
も
力
を
入
れ
た
い
。

　
　
　地
方
に
関
心
を
持

つ
人
は
増
え
て
い
る
。
中

で
も
、
集
落
の
一
員
と
し

て
農
業
や
出
役
に
取
り
組

む
人
は
貴
重
な
関
係
人
口
。

調
査
を
す
べ
き
と
思
う
が
。

　一
律
的
な
掘
り
起
こ
し

調
査
は
困
難
。
集
落
・
個

人
か
ら
、
意
見
を
聴
収
し
、

対
応
し
て
い
き
た
い
。
役

場
や
法
人
こ
う
ふ
の
た
よ

り
に
相
談
し
て
頂
き
た
い
。

　
　
　移
住
が
多
い
所
は
、

市
町
村
の
対
応
差
が
あ
る

と
い
う
。
本
町
協
力
隊
の

定
住
率
が
、
２
期
以
降
、

大
き
く
減
少
し
て
い
る
。

面
倒
見
、
熱
意
に
差
が
あ

る
と
町
長
の
話
に
あ
っ
た
。

連
携
が
で
き
て
い
る
か
。

　協
力
隊
に
つ
い
て
は
最

近
で
は
定
期
的
に
連
絡
を

取
り
合
い
、
起
業
相
談
や

実
現
に
向
け
、
職
員
の
相

談
体
制
も
で
き
て
き
た
。

　
　
　地
方
を
目
指
す
動

機
・
価
値
観
が
変
化
し
、

若
者
が
多
く
な
っ
た
。
受

け
入
れ
側
の
意
識
改
革
が

重
要
。
面
接
官
は
、
実
際

に
一
緒
に
活
動
す
る
人
が

対
応
す
べ
き
と
思
う
が
。

　協
力
隊
な
ど
は
、
基
本

と
な
る
町
側
の
人
と
、
実

際
に
現
場
で
活
動
す
る
人

を
加
え
た
い
。

　
　
　自
分
の
家
、
地
域
、

仕
事
の
後
継
者
は
、
広
く

多
様
な
人
物
を
想
定
し
、

専
門
的
な
組
織
が
関
係
を

深
め
、
経
営
支
援
な
ど
、

担
い
手
確
保
に
地
域
を
取

り
込
む
こ
と
が
、
将
来
に

向
け
て
の
人
口
確
保
に
、

つ
な
が
る
と
思
う
が
。

　今
後
、
農
業
だ
け
で
な

く
、
商
工
業
者
な
ど
の
担

い
手
確
保
に
、
事
業
継
承

で
本
町
に
定
住
す
る
視
点

を
考
え
た
募
集
も
し
た
い
。

　
　
　住
宅
事
業
は
、
人

口
増
加
に
は
重
要
。
た
だ

一
時
的
施
策
だ
け
で
な
く
、

教
育
・
福
祉
や
、
コ
ロ
ナ

禍
で
さ
ら
に
重
要
視
さ
れ

る
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
事
業

の
勧
誘
な
ど
、
全
職
域
で

持
続
可
能
な
連
携
事
業
・

政
策
が
必
要
と
思
う
が
。

　住
宅
事
業
だ
け
で
済
む

問
題
で
は
な
い
。
顔
の
見

え
る
関
係
で
福
祉
、
教
育

は
、
充
実
し
て
い
る
と
思

う
。
限
ら
れ
た
職
員
だ
が
、

意
識
改
を
し
て
、
人
口
増

に
向
け
て
一
丸
と
な
っ
て
、

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　
　
　少
し
不
便
で
も
、

人
の
つ
な
が
り
の
中
で
暮

ら
し
て
よ
か
っ
た
、
と
感

じ
る
楽
し
い
ま
ち
づ
く
り

に
、
﹁
地
元
愛
﹂
と
﹁
関

心
﹂
を
持
っ
て
取
り
組
ま

れ
る
こ
と
を
、
２
期
目
の

白
石
町
政
に
期
待
し
た
い
。

東祥寺で行われたこだいぢ踊り

持続可能な人口増加の方策について
～関心を寄せられる町にするために～

質
問
質
問

質
問
質
問

質
問
質
問

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

市
町
村
の
対

応
差
が

「
人
」
と
「
地
域

資
源
」

実
際
に
活
動

す
る
人
が

持
続
可
能
な

政
策
を

注
目
さ
れ
る

町
づ
く
り
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自
分
の
居
場
所

　自
宅
に
﹁
カ
フ
ェ
碧
の
空
﹂

を
オ
ー
プ
ン
し
て
１
年
と
８
ヶ

月
が
過
ぎ
ま
し
た
。

　友
と
の
待
ち
合
わ
せ
に
、
習

い
ご
と
が
終
わ
っ
て
、
あ
る
い

は
旅
先
で…

ホ
ッ
と
ひ
と
息
つ

き
た
い
時
、
向
か
う
の
は
い
つ

も
喫
茶
店
で
し
た
。

　﹁
こ
ん
な
場
所
が
近
く
に

あ
っ
た
ら
い
い
の
に
な
ぁ
。
﹂

﹁
退
職
し
た
ら
、
私
も
カ
フ
ェ

を
開
き
た
い
。
﹂…

若
い
頃
か

ら
、
そ
ん
な
漠
然
と
し
た
思
い

が
あ
り
ま
し
た
が
、
夢
は
夢
の

ま
ま
で
終
わ
る
の
だ
ろ
う
と
い

う
、
最
初
か
ら
あ
き
ら
め
て
い

る
自
分
も
い
ま
し
た
。

　そ
ん
な
中
、
退
職
を
間
近
に

控
え
た
頃
、
思
わ
ぬ
病
気
が
見

つ
か
り
ま
し
た
。
入
院
・
手
術

を
余
儀
な
く
さ
れ
る
こ
と
と
な

り
、
長
期
に
わ
た
る
治
療
を
受

け
ま
し
た
。

　予
期
せ
ぬ
事
態
に
み
ま
わ
れ

た
時
、
思
っ
た
の
が
﹁
あ
の
時

〇

〇

し

て

お

け

ば

よ

か

っ

た
。
﹂
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

幸
い
何
と
か
健
康
を
取
り
戻
す

こ
と
は
で
き
ま
し
た
が
、
人
生

の
折
り
返
し
点
を
と
っ
く
に
過

ぎ
て
い
る
こ
の
先
で
、
後
悔
は

し
た
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　仕
事
を
１
年
早
く
辞
め
、
介

護
や
通
院
と
並
行
し
な
が
ら
、

た
く
さ
ん
の
人
に
支
え
ら
れ
、

昨
年
２
月
、
何
と
か
オ
ー
プ
ン

の
日
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　こ
の
地
で
生
ま
れ
育
ち
、
暮

ら
し
て
き
た
私
で
す
が
、
カ

フ
ェ
を
始
め
な
け
れ
ば
出
会
う

こ
と
も
な
か
っ
た
だ
ろ
う
方
達

や
江
府
町
の
こ
と
等
、
知
ら
な

か
っ
た
こ
と
の
あ
ま
り
の
多
さ

に
気
づ
か
さ
れ
て
い
ま
す
。
毎

日
が
出
逢
い
と
感
謝
の
日
々
で

す
。
又
、
小
さ
な
コ
ン
サ
ー
ト

や
店
内
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
の
展
示

を
通
し
て
、
た
く
さ
ん
の
ご
縁

と
幸
せ
な
時
間
を
共
有
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
時
に
は

お
客
様
同
士
の
数
十
年
ぶ
り
の

再
会
と
い
う
う
れ
し
い
場
面
に

ご
一
緒
さ
せ
て
も
ら
う
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

　こ
れ
か
ら
も
、
そ
ん
な
小
さ

な
ご
縁
が
つ
な
が
る
場
所
で
あ

り
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
無
理
せ

ず
、
の
ん
び
り
や
っ
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　東
京
か
ら
江
府
町
に
移
住
し

て
１
年
半
経
ち
ま
し
た
。

　全
て
の
始
ま
り
は
東
京
の
移

住
相
談
会
で
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
こ

う
ふ
の
た
よ
り
と
の
出
会
い
か

ら
で
し
た
。
﹁
一
度
来
て
み
な

よ
﹂
と
言
わ
れ
て
か
ら
三
日

後
、
何
か
あ
る
か
も
と
少
し
だ

け
期
待
し
て
新
宿
か
ら
夜
行
バ

ス
に
転
が
り
込
み
ま
し
た
。
当

時
私
は
東
京
で
や
や
生
き
づ
ら

さ
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。
職
場

に
馴
染
め
な
い
、
ど
こ
へ
行
っ

て
も
誰
と
い
て
も
い
ま
い
ち
面

白
く
な
い
、
周
り
の
人
間
が
、

職
場
あ
る
い
は
一
家
の
主
と
し

て
地
位
を
固
め
て
い
る
。
そ
れ

と
比
べ
て
た
だ
劣
等
感
を
抱
く

こ
と
し
か
で
き
な
い
。
実
家
で

の
ん
び
り
し
て
い
る
事
が
一
番

心
地
良
い
。
こ
の
ま
ま
で
は
何

も
面
白
い
こ
と
が
な
い
。
何
な

ら
日
々
の
中
で
新
し
く
挑
戦
す

る
こ
と
も
体
験
す
る
こ
と
も
な

い
。
だ
か
ら
大
し
て
振
っ
た
こ

と
も
な
い
勇
気
で
違
う
世
界
に

一
人
で
飛
び
込
ん
で
み
ま
し

た
。
た
だ
世
界
を
一
新
し
た

か
っ
た
だ
け
。
景
色
も
、
関
わ

る
人
も
職
場
も
心
も
。
何
か
夢

が
あ
っ
て
是
が
非
で
も
実
現
し

た
い
こ
と
が
あ
っ
た
訳
で
も
、

奥
大
山
を
臨
む
豊
か
な
自
然
に

惚
れ
た
訳
で
も
な
い
。
言
っ
て

し
ま
え
ば
ど
こ
で
も
良
か
っ
た

の
か
も
し
れ
な
い
。
で
も
、
そ

ん
な
大
し
て
中
身
の
な
い
平
凡

な
一
人
の
人
間
に
対
し
て
今
現

在
た
く
さ
ん
の
人
達
が
関
わ
っ

て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。
こ
ん

な
に
嬉
し
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。　ま

た
、
江
府
町
の
玄
関
と

い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
道
の

駅
で
働
か
せ
て
頂
い
て
い
る
こ

と
も
大
変
誇
ら
し
い
こ
と
で

す
。
駅
長
や
料
理
長
を
は
じ
め

と
す
る
み
ん
な
が
﹁
一
緒
に
働

こ
う
﹂
と
言
っ
て
く
れ
ま
し

た
。
﹁
こ
こ
に
居
て
い
い
ん

だ
﹂
と
心
か
ら
思
え
ま
し
た
。

そ
ん
な
風
に
思
っ
た
こ
と
は
今

ま
で
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
何

よ
り
も
人
の
温
か
み
っ
て
大
事

だ
と
つ
く
づ
く
思
い
ま
す
。
僕

が
思
う
江
府
町
最
大
の
魅
力
は

そ
こ
で
す
。
移
住
し
て
み
て
新

鮮
な
こ
と
が
数
え
切
れ
な
い
程

あ
り
ま
す
。
だ
か
ら
こ
れ
か
ら

も
﹁
３
０
０
０
人
の
楽
し
い

町
﹂
で
精
一
杯
生
き
よ
う
と
思

い
ま
す
。

私
の
ひ
と
言

つ
な
が
る
ご
縁

　９
月
定
例
会
が
終
わ
っ
た
の

が
23

日
で
し
た
。
そ
の
前
日
22

日
は
彼
岸
の
中
日
で
、
お
墓
参

り
さ
れ
た
方
も
多
か
っ
た
こ
と

で
し
ょ
う
。
し
か
し
な
が
ら
今

年
は
そ
の
お
彼
岸
に
彼
岸
花
が
未

だ
咲
い
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
最

近
の
異
常
気
象
の
せ
い
で
し
ょ
う

か
。
町
民
に
と
っ
て
災
害
の
少
な

い
穏
や
か
な
日
々
の
生
活
が
続
く

こ
と
を
祈
り
ま
す
。
一
方
、
今
議

会
に
於
い
て
も
、
多
額
の
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
事
業
の
追
加

の
補
正
予
算
を
議
決
し
ま
し
た
。

一
日
も
早
い
終
息
を
願
う
ば
か
り

で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　三
好 

晋
也

広
報
公
聴
常
任
委
員
会

委

員

長

　三
好

　晋
也

副
委
員
長

　阿
部

　朝
親

委

　
　員

　三
輪

　英
男

　
　
　
　
　空
場

　
　語

　
　
　
　
　川
端
登
志
一

新一　宮本 香子

新二　堀野 恭介


